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研究成果の概要（和文）：  本研究では，セルフ・エスティーム（SE）とアフェクトを対象に，インプリシット
とエクスプリシット特性の学校予防教育による変容比較を行った。まず各特性の測定法を開発し，SEでは潜在連
合テストと質問紙，アフェクトでは半投影法と質問紙による合計４つの測定法を完成させた。
  そして，既存の教育のうち，SEには「自己信頼心（自信）の育成」，アフェクトには「感情の理解と対処の育
成のプログラム」を実施した。その結果，SEでは，適応的特性であるインプリシット特性（自律的SE）が向上
し，不適応的特性であるエクスプリシット特性（他律的SE）は無変化であり，アフェクトではポジティブ・アフ
ェクトの向上が確認された。

研究成果の概要（英文）：  In this study, changes in implicit and explicit characteristics of 
self-esteem and affect that were produced by school-based prevention programs were compared. First, 
tools for assessing each characteristic were developed, which completed an implicit association test
 and a questionnaire for self-esteem, and a semi-projection method and a questionnaire for affect.
     Next, a prevention program for enhancing self-confidence regarding self-esteem and another one 
for cultivating understanding and regulation of emotions for affect were utilized to test the 
changes. Resultantly, adaptive implicit feature of self-esteem (autonomous self-esteem) was 
improved, and its maladaptive explicit feature (heteronomous self-esteem) did not change, while both
 implicit and explicit positive affect were enhanced by the program. 

研究分野： 発達健康心理学
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１．研究開始当初の背景 
脳科学や心理学における近年の実証的研

究の特徴の１つは，無意識の機能の再強調と
情動や感情の機能の重視であろう。前者では，
我々の思考，認知，行動など生活上の営みの
ほとんどは無意識によって行われることを
斬新な方法によって明らかにしている（e.g., 
Libet, 2004）。また，後者については多方面で
情動・感情の重視が確認されるが，脳科学の
一領域では，たとえばソマティックマーカー
（somatic marker）仮説（Damasio, 1994）のよ
うに，無意識にある情動（主として身体反応）
が高次な心的営みを制御していることを示
している。 
このような動向から誕生したのが，学校で

実施する健康と適応のためのユニバーサル
予防教育（トップ・セルフ，TOP SELF: Trial Of 
Prevention School Education for Life and 
Friendship; たとえば，山崎，2013）で，無意
識領域にある情動と情動が意識に上り生じ
る感情を十分に喚起し，その基盤の上に学習
目標としての心的特性を全体として記憶化
させることを目指した教育である。この教育
は子どもを引きつける教育方法を持ち，教育
効果が高いことから，現在全国的な広がりを
見せている。 
 しかし，この予防教育の効果は，質問紙な
どを用いた意識を仲介しての測定が中心で，
無意識領域での変化を直接的にとらえる試
みは途に就いたばかりである。心理学や精神
医学での無意識領域にある特徴の測定とい
えば，投影法や半投影法の測定方法を用いる
ことが多かったが，評価と採点に時間を要し，
また客観性にも欠けていた。これらの問題を
克服して開発されたのが，インプリシット
（implicit）な特性（状態）の測定方法である。
インプリシット特性（状態）は，前意識的な
表象をとらえているとされるが（Quirin et al., 
2011），無意識から意識への展開を前提とす
る学校予防教育では最適な測定水準になる。
このインプリシット特性の測定では，これま
でにセルフ・エスティーム（Self-Esteem: SE）
についていくつかの測定方法が開発され，測
度が充実している（e.g., Buhrmester et al., 
2011）。また，インプリシット正負感情（affect， 
アフェクト）についての尺度も開発が行われ
（Quirin et al., 2009），日本の児童用も開発さ
れている（内田ら，2014）。学校予防教育プ
ログラム・トップ・セルフは多数のプログラ
ム群からなるが，中でも「自己信頼心（自信）
の育成」と「感情の理解と対処の育成」は充
実している。この２つのプログラムの目標は
SE と感情の理解と対処の健全化であり，この
点においてはインプリシットな SE と正負感
情測定法を利用し，実際にこれらのプログラ
ムがインプリシット特性にまで教育効果を
波及させるのか，またその場合，インプリシ
ットとエクスプリシット（explicit）の関係は
どのようなものか早急に検討が待たれてい
る。またこのことは，インプリシットとエク

スプリシット特性の不一致状況によっては，
どちらか単独測定の場合では推測できない
健康・適応像を示すことが指摘されており
（Kernis et al., 2008; Spencer et al., 2005），喫緊
の課題となる。 
  なお，SE については，近年概念が混沌とし
ており，新規な概念が複数提起されている
（ e.g., Deci & Ryan, 1995; Kernis, 2003; 
Yamasaki et al., 2017）。とりわけ，山崎らによ
る，SE を２分し，自律的 SE と他律的 SE の
概念弁別は発達過程を考慮した包括的な概
念として注目される。そして，自律的 SE こ
そが健康と適応をもたらす望ましい SE で，
他律的SEはそれらを損なうSEとされている。
またこの概念区分については，山崎らは自律
的 SE は質問紙では測定できず，インプリシ
ットな状態で測定する必要があり，他方，他
律的 SE は質問紙で測定できるとしている。
このことから，本研究でインプリシット SE
という場合は自律的 SE を，エクスプリシッ
トSEという場合は他律的SEを意味している
ことになる。 
 
２．研究の目的 
 まず第１に，インプリシットならびにエク
スプリシットな SE とアフェクトを児童で測
定できる方法を確立する必要がある。このう
ち，エクスプリシット・アフェクトはすでに
PANAS (Positive and Negative Affect Schedule)
尺度の児童用日本版が標準化されている
（Yamasaki et al., 2006）のでそれを利用でき
るが，他の測定法については開発を行う必要
がある。 
 第２に，測定方法が確立された後は，実際
に既存の予防教育プログラムを実施し，その
教育効果をエクスプリシットとインプリシ
ット特性の変化からとらえる。この場合は，
SE には「自己信頼性（自信）の育成」を，ア
フェクトには「感情の理解と対処の育成」を
適用することになる。SE については，自律的
（インプリシット）SE が望ましい SE である
ことから，教育により高まり，問題のある他
律的（エクルプリシット）SE は低まることが
予想される。この点，アフェクトについては，
両アフェクトがどのような変化を示すのか
は仮説を持たない。 
 第３に，SE とアフェクトと健康・適応との
関係を調べる。SE にしてもアフェクトにして
も，健康と適応の関係を調べた研究は多いが，
本研究では概念と測定方法に新規性がある
ので，教育効果などによってもたらされる変
化が実際に健康と適応にどうつながるかを
予測できる基礎データを得ておきたい。 
 第４に，得られた研究成果をもとに学校に
おいて，特にインプリシット特性についての
新規な概念，測定法，そして教育方法を普及
させる方途を検討したい。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１ インプリシット SE（自律的



SE）を測定できる児童用紙筆版潜在連合テス
トを開発する。まず，円滑な運用を保証する
方法の詳細を構築する。その後，多人数の児
童（４～６年生）に適用し，基礎データ（男
女や学年差など），得点分布，信頼性（内的
整合性）を確認する。そして，得点の高低児
童を抽出し，それらの児童を担任教師が自律
的SEの特徴の観点から評価することにより，
妥当性を確認し，標準化を完了する。 
（２）研究２ エクスプリシット SE の測定
法にはすでに児童用 Rosenberg 質問紙が作成
されている。しかし，既存の質問紙は妥当性
を中心に問題が少なくないので，再度児童用
の Rosenberg 質問紙を作成することを試みる。
まず，成人用の原版を土台とし，既存の複数
の日本語版児童用尺度を参照し，的確な訳語
を導出し，質問紙の原型を作成する。その後，
４年生以上の児童に実施し，因子的妥当性，
基礎データ（男女や学年差など），得点分布，
信頼性（内的整合性）を確認する。そして，
教師ノミネート法を用いて，エクスプリシッ
ト SE の高低の児童を抽出し，質問紙得点が
その高低をとらえることができるかどうか
の観点から妥当性を検討する。 
（３）研究３ すでに児童用インプリシッ
ト・アフェクト測定尺度は内田ら（2014）に
より作成されている。しかし，その尺度は妥
当性を中心に問題があり改訂が必要になっ
ている。そこで，構成項目を再吟味し修正し
た上で，同様のテストの信頼性と妥当性を検
討する。信頼性は，因子的妥当性を経て内的
整合性の観点から，妥当性は Q-U 質問紙（河
村・田上，1997）を基準関連妥当性として使
用する。 
（４）研究４ インプリシット SE（自律的
SE）を育成できると予想される予防教育「自
己信頼心（自信）の育成」を小学校４年生に
実施し，作成されたインプリシット潜在連合
テスト（インプリシット SE，自律的 SE 測定
用）と Rosenberg 質問紙（エクスプリシット
SE 用）を教育実施前後に適用してその教育効
果を比較する。 
（５）研究５ 予防教育「感情の理解と対処
の育成」を小学校６年生に実施し，その効果
をインプリシットとエクスプリシット・アフ
ェクトの観点からみる。また同時に，健康と
適応の関連を調べる。インプリシット・アフ
ェクトは児童用正負インプリシット・アフェ
クトテストを，エクスプリシット・アフェク
トは児童用 PANAS 質問紙を用いる。健康・
適応尺度は Q-U 質問紙を用いる。 
（６）研究６ エクスプリシット SE として
の他律的 SE 質問紙を作成する。その質問紙
は，全体他律的 SE の観点から測定する。他
律的 SE の概念を精査した上で質問項目を作
成し，質問紙の体裁を整え最初の版を完成す
る。その質問紙を小学校４～６年生に実施し，
因子的妥当性，信頼性としての内的整合性，
教師評定による妥当性の検討から標準化を
行う。教師評定はノミネート法で他律的 SE

の高低として抽出された児童を質問紙得点
が弁別できるかどうかの観点から検討する。 
（７）研究７ インプリシットならびにエク
スプリシット SE と健康・適応の関係を検討
する。インプリシット SE（自律的 SE）は児
童用の潜在連合テストを，エクスプリシット
SE（他律的 SE）は児童用全体他律的 SE 質問
紙を使用する。健康・適応については，独自
に作成した向社会性ビニエット法と心理的
ストレス尺度（長根，1991）を使用する。 
（８）研究８ 上記の研究を受けて，学校に
おけるインプリシット特性（SE とアフェク
ト）の概念，測定方法，教育方法の導入を円
滑に行う手段とプランを構築する。 
 
４．研究成果 
 ３年間の研究成果は，インプリシットとエ
クスプリシットの SE ならびにアフェクト測
定方法の確立，予防教育実施における両 SE
ならびにアフェクトの変化の確認，同様に健
康・適応との関連の確認，そして，学校にお
けるインプリシットとエクスプリシットの
SE ならびにアフェクトの概念，測定法，教育
方法の導入方法の確立に集約される。 
（１）インプリシットとエクスプリシット SE
ならびにアフェクトの測定法の確立 
 児童用のインプリシット SE（自律的 SE）
の測定方法として紙筆版潜在連合テストを
作成し，信頼性と妥当性の確認を経て標準化
を完了した。信頼性は，平行検査法を用い，
妥当性は教師評定法を用いた。 
 また児童用のエクスプリシット SE（他律的
SE）は質問紙として，全体他律的 SE の質問
紙を作成した。１因子構造であることを因子
分析で確認し，得点分布と基礎データ（男女
ならびに学年差など）の確認後，内的整合性
による信頼性ならびに教師ノミネート法に
よる妥当性を確認し，標準化を完了した。 
そして，エクスプリシット・アフェクトの

児童用の測定方法は児童用 PANAS 尺度とし
て完成されているので，インプリシット・ア
フェクト測定法の開発を行った。インプリシ
ット・アフェクト測定法は児童用正負インプ
リシット・アフェクトテストとしてその最初
の版が作成されているが，因子を構成する項
目に問題があったので，項目を修正して信頼
性と妥当性を再度検討した。その結果，正負
のインプリシット・アフェクト因子が確認さ
れ，内的整合性も許容範囲の高さを示し，Q-U
との関連でも基準関連妥当性の高さがほぼ
確認され，使用できるテストになった。 
（２）予防教育効果としてのインプリシット
とエクスプリシット特性の変化 
 トップ・セルフの一連のプログラム群のう
ち，「自己信頼心（自信）の育成」を実施し，
SE の変化を確認した。また，「感情の理解と
対処の育成」プログラムによりアフェクトの
変化を確認した。その結果，SE は，潜在連合
テストで測定された健康・適応を高めるイン
プリシット SE（自律的 SE）のみが高まり，



健康・適応を高める要素と低下させる要素が
混在するエクスプリシット SE（他律的 SE）
を測定すると考えられる Rosenberg 尺度得点
は変化がなかった。またアフェクトに関して
は，エクスプリシット・アフェクトでは，正
アフェクトが高まり，負アフェクトが低下し，
インプリシット・アフェクトでは，正アフェ
クトが高まり，負アフェクトは変化がなかっ
た。 
（３）インプリシットとエクスプリシットの
SE ならびにアフェクトの健康・適応との関連 
 まず，SE と健康・適応との関係では，自律
的SE（潜在連合テストによる）と他律的SE(全
体他律的 SE 質問紙による)の観点から SE を
測定し，向社会性（ビニエット法による）の
観点から健康・適応状況を測定した。また，
他律的 SE との関連に限り心理的ストレス尺
度との関連を調べた。 
 その結果，自律的 SE は一部の向社会性と
正に関連し，他律的 SE は対人ストレスと正
に関連することが明らかになり，自律的 SE
の健康と適応への増進ならびに他律的 SE の
健康と適応への阻害の一端が明らかになっ
た。 
（４）学校におけるインプリシット概念，測
定法，教育方法の導入 
 まず，学校での SE を中心とした概念と教
育方法の在り方全般を平易に伝えるための
書籍を発刊した。そして，その書籍とともに，
研修や講演を実施した。さらに，各種 SNS を
通じてこの新規概念と教育の重要性の発信
を行った。 
 同時に，学校側からの質問にも直接答え，
希望する学校には教育方法の説明と導入実
施方法を直接説明し，今後の実施への道筋を
明らかにした。 
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